
地方自治体との包括連携協定

熊本県
2011年7月～
●耕作放棄地の解消
●県内企業との
コラボ商品開発

佐賀県
2012年1月～
●かんきつ
「ゲンコウ」を
配合した化粧品を
開発し、商品化

福岡県
2014年8月～
●福岡県ならではの
機能性素材の開発
●地場企業として
地元への地域貢献

愛媛県
2013年12月～
●愛媛県限定栽培かんきつ
「媛小春」の
皮膚への有効性を確認
●愛媛県限定栽培かんきつ
「紅まどんな」の
育毛への有効性を確認

東京都
2019年5月～
●農業系の都立高校の
教育活動の充実

秋田県
2014年3月～
●春の山菜「こごみ」の
変形性関節症に対する
有効性を確認

北海道
2013年3月～
●北海道フード特区
における
「食品機能性表示」
のサポート

ODEMメーカーとして
地方・農業・食品分 野の
活性化に挑む

社名は知らなくても、開
発した素材やそれを利
用した商品を誰もが一

度は耳にしたことがあり、利用し
たこともあるはず――。東洋新薬
の製品は、それほど広く、深くわ
れわれの生活に浸透している。

　同社は、大手・有名ブランドを
含む製薬会社、食品メーカーなど
の製品を受託製造・開発するビジ
ネスモデルに特化しており、社名
が直接表に出ることは、ほとんど
ない。だが、特定保健用食品（ト
クホ）の許可取得数は260件と、
2位の大手食品メーカーの48件に
圧倒的な大差（消費者庁2019年4
月15日発表情報より）を付け、
医薬部外品の承認品目数でも、名
だたる総合日用品メーカーや化粧
品会社の追随を許さない。
「受託製造（OEM※1）のみなら

ず、事業全般にわたるコンサルテ
ィングや商品企画、研究・開発、
特許や商品の調査・出願といった
リーガルサポートなど、ODM※2

の領域まで包括的にお手伝いでき
るのが当社の強みです」と服部利
光代表取締役社長は自信を見せる。
　同社は、ODMとOEMを組み
合わせた＂ODEMメーカー＂と
して、自分たちにしか作れない製
品を世に送り出し、健康食品・化

粧品業界を陰から支えているので
ある。

　同社は、社会貢献にも人一倍力
を入れている。
　特に注力しているのが、11年
から始めた地方自治体とのコラボ
レーションだ。熊本県との包括協
定を振り出しに、連携を結んだ自
治体は1都1道5県に及ぶ。
　連携内容はさまざまだが、各自
治体の特産品を使った健康食品の
共同研究・開発などを通して、地
域おこしにつなげるものが多い。
「当社はステークホルダーへの約
束の一つとして、『地域経済の活性
化など、さまざまな事業活動を通
じて積極的に社会貢献に取り組み、
世界の人々の健康で活力ある社会
の寄与に努める』を掲げています。
おかげさまで、設立から20年余
りで年商200億円を超える企業に
なり、ここまで育ててくれた社会
に、自分たちにできることで恩返
しをしたいという思いで取り組ん
でいます」
　製品の企画から研究・開発、製
造までのノウハウを提供するだけ

でなく、それぞれに関連する事業
者のネットワークを惜しみなく提
供することで、地域経済の活性化
をサポートしている。

　19年5月22日には、東京都教育
委員会と包括連携協定を結んだ。
都内の農業系高校5校と、農業系
学科を設置する島しょ部の高校 
3校向けに教育支援を行うという。
「都内の高校で農業を学ぶ生徒た
ちは、その知識を生かした仕事に
就きたいと思っても、受け入れ先
が少なく、他の仕事に就くケース
が多いと聞きました。当社が実業
で培った最先端の知識やノウハウ
を学ぶことで、農
業や食品に対して
新たな視野や視点
を持つことができ
るのではないか。
そうして将来の農
業や食品業界を担
ってくれる人材が
1人でも増えてく
れればと願ってい
ます」
　具体的なカリキ

ュラムとして、都教委からは有機
JAS（有機食品の検査認証制度）
やグローバルGAP（農産物の国
際基準）への対応、AI（人工知
能）を使ったスマート農業などに
関する指導への協力を求められて
いるという。
　同社は、これまでも東京大学、

京都大学などの大学法人とも連携
して健康食品、化粧品などの共同
研究・開発を進めてきた。
　服部社長は「今後も自治体、大
学法人、NPO法人など、さまざ
まなパートナーとの提携を深め、
社会貢献を果たしていきたいと思
います」と語る。会

地方活性化のための
コラボレーション

教育の現場で
人材育成を担う
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株式会社東洋新薬

日本人の健康を縁の下から支える力持ち。それが東洋新薬だ。
特定保健用食品（トクホ）や機能性表示食品、
健康食品、化粧品などを受託製造・開発している。
近年、独自のビジネスで培った技術やネットワークを提供して、
地域経済の活性化に力を入れている。

東洋新薬

今年5月22日、東京都教育委員会と
包括連携協定を締結した

研究開発型企業として、新規素材の開発から機能性素材の有効性・安全性の検証
までをスピーディーに行っている

……など

服部利光 代表取締役社長

トクホ取得数日本一の
総合受託メーカー

※1 OEM： Original Equipment Manufacturing（相手先ブランドによる生産）の略。受託するのは生産のみ。
※2 ODM： Original Design Manufacturing（相手先ブランドによる設計・生産）の略。生産のみならず、
 企画提案、研究・開発なども受託する。

農業・食品産業技術総合研究機構
東京大学大学院 農学生命科学研究科
京都大学大学院 農学研究科
京都大学大学院 人間・環境学研究科
北海道大学大学院 農学研究院
九州大学大学院 農学研究院
名古屋大学大学院 医学系研究科
お茶の水女子大学 生活環境教育研究センター
福岡大学 医学部
日本歯科大学 生命歯学部

共同研究・開発実績のある
研究機関や大学


